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イリオモテヤマネコの頭`骨にみる小島IIlHiL適応

Ilj西希（生態系の多様性研究グループ）

イリオモテヤマネコノノノブ()）?"ﾉﾊ(）７４Ｍ）P7li〔lwww付バ

ノ１W""ＭｗＭＳは琉球列,儲に'1ﾐ息するｌｌｌｆ－のネコ

科動物であり、小島１１風にIIilil体群を維持してき

た理１mとして、１１W表,1m（284kli）の動物|;１１の

職かさと本繩の'|腐広い食lwlzがあげられている。

また１１本にはイリオモテヤマネコの他にベン

ガルヤマネコの別１１１【轍であるツシマヤマネコ

ノＭＭ,Mﾉﾉ/ﾉﾉＷ【が長崎県対馬（７１()kli）に'|ﾐ息し

ている。両111[腫共にKE息地は島１１側であるが、

その食Ｉ化は大きく異なることが炎分析からわ

かっている。ツシマヤマネコが人|朧に生`ljiIす

るベンガルヤマネコと同様に小型げっ歯類と

食虫類をｌ２な餌としているのに対し、イリオ

モテヤマネコはある分1911WＦに偏ることなく、

l1ilj乳績、鳥類、両生類などの様々な動物樋を

利用している。このような生息地による食Ｉ１ｚ

の変IIIiLは、脅々の生息｣Ｉｕの餌動物111によって

大きく影響される。また、餌動物「'1のサイズ

や生態によってヤマネコの狩猟rjnliljにも箙ｊＩＬ

がjiMれることが予測される。

これまでに、イリオモテヤマネコとツシマ

ヤマネコの犬歯の太さや頭骨形態における愛

)ＩＩＬを観察し、イリオモテヤマネコは他のベン

ガルヤマネコと比べ餌勅物が異なることによ

って、狩猟行動や咬合機能が腿なった結果、

頭骨形態に独自の進化をおこしたことがW11リ

された。

そこで，イリオモテヤマネコの任來地上極

小ﾉﾘ!Ⅱilii乳類を欠いた'Mj17帆への適応を、１，jlじ

島I|山に41ﾐ息するツシマヤマネコの食性や狩猟

行動などの採飢生態と頭骨形態の比較から1ﾘ］

らかにすることを'1酌として研究を進めている。

この解析の''１で壇煙なファクターとなる食

'１１;について、こｵ1までⅢいてきた糞分析法に

)｣Ⅱえ、交jurl『故死亡'1,'i1体から摘llIしたＷ内容

物を１１]いる。瀞内容物分析は実際に数I|洲|内

にI11i食した餌動物臓成を得られるため、食物

''１の各餌動物穂への･依存度を知ることができる。

さらに、胃の｢|'の餌動物各個体の状態からヤ

マネコがそれぞれの餌動物をどのように狩猟し、

l111111iiしているのかをIrlli認することにより採餌

行動パターンを予測することができる。今後、

頚''1｝計測値をｊＩｊいた頭骨形態や咬合力の比較

を行い、採餌パターンと合わせて考察するこ

とにより、イリオモテヤマネコの小島11輿適応

を111Ｉらかにしていく。
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イリオモテヤマネコ
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黙イリオモテヤマネコ（左）とツシマヤマネコ（右）

の頭蓋と下顎（スケールパーは2cm） ツシマヤマネコ
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